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STARMER計画(日仏庸太平洋リフト系研究計画)

その1､計画の立案㊥協議㊥調査航海1

本座栄一1)⑧浦辺徹郎2)⑧奥田義久3)㊥棚橋

学3)⑧駆A昆M瓦Rグルｰプ4)

亙｡はじめに

1987年度から1991年度の5年間にかけて科学技

術振興調整費によるr南太平洋における海洋プレｰ

ト形成域(リフト系)の解明に関する研究｣が実施さ

れた(第1図).主として南太平洋のバヌアツ島弧

の背弧海盆とも考えられる北フィｰジｰ海盆の調査

･研究を実施したが,その結果,北フィｰジｰ海

盆の形成機構に関する多くの知見が得られた.中で

も北フィｰジｰリフト系における熱水活動の発見と

その海洋地学･生物学に関する研究は特筆に値する

ものであると思われる.地質調査所は共同研究の中

核として背弧海盆の地質構造,岩石,熱水活動にと

もなう鉱物学等の研究といった背弧海盆の形成機構

に係わる研究を実施した.

本研究はフランス及び南太平洋諸国との共同研究

であっ牟が,国際共同研究の立案･協議に関する間

い合わせも多いことからその過程を｢その1｣で紹

介し,rその2｣で調査･研究の成果を紹介しよう.

フランス海洋開発研究所(IFREMER)のGuy

Pautot氏から,太平洋海域における潜水調査に関

する日仏共同研究をやらないかとの打診を筆者の一

人である本座が受けたのは,1985年に筑波で開か

れた万国科学博覧会のフランス館における奈須紀幸

飯山敏道両教授へのフランス国勲章の授与式の

時であった.両先生は日仏阯IKO計画の推進者

としてフランスから叙勲の栄誉を受けられた.

GuyPautot氏とは南太平洋の政府間機構セある

CCOP/SOPAC(当時の南太平洋沿岸鉱物資源探査

委員会,現在はSOPAC,庸太平洋応用地学委員

会)の年次総会,その他の国際会議等でよく会い,

南太平洋諸国との共同研究の討議,清載交換と海洋

の研究に関する話をしたりしていた.

たまたま,それまでに実施していた科学技術庁科

学技術振興調整費による庸太平洋における南太平洋

諸国との国際共同研究｢インド洋･太平洋プレｰト

境界海域における島弧･海溝系の地質構造に関する

研究｣が終了間近になり,次の国際共同研究を提案

すべく,いかたるプログラムがよいか考えていると

きであった.庸太平洋諸国からも海洋地学に関する

1)地質調査所燃料資源部

2)〃鉱物資源部

3)〃海洋地質都

4)〃上嶋正人,岸本清行,棄原保人,丸茂克美,

野原昌人,山口和雄,横倉隆伸

怜

�

�

�

■■11･

｡'

�

�

�

�

�

一!

パ

憎

i㌻㌧

調査海域

鰯

サシ

｡[｡｡｡､ノ

第1図南太平洋の北フィｰジｰ海盆.

キｰワｰド:国際共同研究,南太平洋,背弧海盆,リフト系

地質ニュｰス472号�



STARMER計画(日仏南太平洋リフト系研究計画)その1.

計画の立案･協議･調査航海

一41一

調査･研究を再度実施するようにとの要請を受けて

いた.つまり,南太平洋の国際共同研究が大いなる

成果を挙げていたとの評価を受けていたことにな

る.

当時の国内の参加研究機関の意向は前テｰマの継

続であり,南太平洋諸国からもそれまでに実施して

きた未同研究の継続を求められていた.当時の南太

平洋の海洋地学に関する研究は,それほど進んでい

なかったことから前回と同様の島弧･海溝系に沿っ

た新たな課題を検討している最中であった.

その当時,日仏共同研究として日本海溝を調査海

域とした前述の阻IK0計画がCNRS,Eco1eNor-

ma1eSuperieureのXevierLePichon氏と東大海洋

研究所の小林和男氏が中心となり実施されていた.

阻IKO計画は,サイト調査を日本側の調査船で実

施し,建造間もない6000m級潜水調査船｢Naut-

i1e｣を日本海溝に持ってきて,潜航調査をすると

いうものであった.一方,GuyPautot氏の提案は

東太平洋におけるマソガソ団塊に関する潜水調査計

画であったが,国内の大半の意見は南太平洋海域の

島弧に関連した共同研究を実施したいという意向で

あったため,参加研究機関と科学技術庁の合意を得

るには至らなかった.

婁.南太平洋における海洋調査｡研究計画

国内共同研究機関の一つである海洋科学技術セン

タｰでは,潜水調査船｢しんかい2000｣についで

6000m級の潜水調査船を建造しようという計画を

持っていた.科学技術庁海洋開発課では6000m級

潜水調査船の建造を側面から支援する意味からも日

仏潜水調査計画の推進に乗り気であった.6000m

級の潜水調査船の建造は日本の海洋研究者にとって

も悲願であり,笹びとも完成してもらいたいという

要望が強かった.その完成によって,新たた視点で

の研究に大きく展望が開けるものと考えられた･国

内の南太平洋の研究グノレｰプも全く同意見であり,

新規プログラムを潜水調査計画とする方向で立案す

べく参加研究機関と協議に入った.その結果,南太

平洋の背弧海盆のリフト系の研究を潜水調査を含め

て実施しようという意向が出された.

当時,大洋中央海嶺における熱水活動が相次いで

発見され,大きた話題を提供していた.いわゆる新

センタｰ所管)ヨデッキスペｰスが広く,波によ

る揺れも少ない､

しい海洋プレｰトの形成域であり,地殻熱流量が高

いことは以前から分かっていたことであるが,そこ

に熱水が噴出し,光合成によらたい多くの深海生物

が生息し､同時に鉄･銅･亜鉛等の鉱物が沈積して

いるのが発見された.こ､のような熱水活動が背弧海

盆のリフト系にも存在することが予想され,それを

調査･研究することから背弧海盆の成因,熱水系,

深海生物生存の謎を解く鍵が得られるものと考え

た.たお,背弧海盆の熱水活動はその後マリアナト

ラフ,沖縄トラフといったところで幾つか発見され

た.

日本側のリフト系を研究したいという意向をフラ

ンスIFREMERのGuyPautot氏へ提案し,協議

に入った.1実際に共同研究を実施するところにこぎ

付けるまでには,日仏双方に不確定要素があり,そ

れらを一つ一つ解決していかなげればならなかっ

た.まず,調査海域は北フィｰジｰ海盆とすること

を日本側から提案したが,この海域でIFREMER

はSeapso航海を実施していたことからある程度の

基礎的資料が出されていた.本計画を二段階に分

け,最初をサイト調査とし,次を潜航調査という提

案をした.第一段階の調査には日本から海洋科学技

術センタｰの調査船｢かいよう｣を使用し(写真1),

第二段階の調査にはフランスから潜水調査船rNau-

ti1e｣,あるいは｢Cyana｣を使用するというもので

ある(写真2,3).又,新たに建造される｢しんかい

6500｣も可能なかぎり潜水調査に参加することが

提案された(写真4).
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学･STARMERグルｰプ

毅

写真2STARMERI航海の潜水調査船[Nauti1eコと

母船｢Nadir｣.

写真3sAYANEs航海の潜水調査船｢cyana｣.

写真4YOKOSU皿91航海のrしんかい6500｣.

これをうけて1986年度に背弧海盆のリフト系に

関するフィｰジビリティｰ研究が科学技術振興調整

費により実施された.国内の研究体制を整えるため

の協議が何回か開かれた.その結果,ナロｰビｰム

による精密測深に係わる研究を海洋科学技術センタ

ｰと水路部,地質構造と底質に係わる研究を地質調

査所,海水の地球化学的研究を国立公害研究所(現

国立環境研究所),深海曳航体による海底精密観察

に係わる研究を海洋科学技術センタｰ,生物学的研

究を筑波大学と東京大学海洋研究所が実施するとい

う案がだされた.

3｡日仏共同研究の実施取り決め書の取り交

わし

1986年6月にフランスのブレストとバリにおい

て本計画の骨子に関する最初の協議が行なわれた.

出席者は日本から堀田宏海洋科学技術センタｰ深海

研究部長,栗木稔科学技術庁海洋開発課長補佐,本

座栄一の3名,フランスからIFREMERのLuc-

ienLaubier研究審議官,JeanLee対外部長,Ber-

nardBiji-Duva1対外地質主任,GuyPautot首席研

究官の4名であった.その協議結果は第1表のよ

うであった.

第2項にある3年目の見直しは科学技術振興調

整費に求められているものであり,成果を審査し,

残り2年の継続を決定するというものである.な

お,フランスの首席研究員として大西洋中央海嶺の

研究をしているJean-MarieAuzende氏を立てたい

とGuyPautot氏からの申し出があった.GuyPau-

tOt氏の専攻はマソガソ団塊であり,今回の背弧海

盆のリフト系といった研究課題に沿った研究者を立

てていただいた.

共同研究の打ち合わせのためにIFREMERブレ

ストの研究所を訪れ,J-M.Auzende氏の案内で研

究室に入ったとき,そこには世界各地の熱水活動に

地質ニュｰス472号�



STARMER計画(日仏南太平洋リフト系研究計画)その1.

計画の立案･協議･調査航海
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策且表

目仏の打ち合わせ会議とその協議結果

会議名(期日)�協議結果

�1.科学技術庁とIFREMERは南西太平洋における地球科学的,海洋生物学的共同研究を,両国の関

�連研究機関参加のもとに推進する.

�2.共同研究の期問を1987年から5年とし,3年目に成果の見直しをする.成果カミ上がっていると解さ

�れれほたお2年間継続し,潜水調査を実施する.

第1回�

事前協議�3.執行委員会と科学委員会を設置する｡

(1986.6)�4.日仏双方共それぞれの費用を負担し,必要経費の確保に努める.執行委員会においてその協議をす

�る.

�5.CCOP/SOPACの揚力のもとに研究を実施する.

�6.本計画を日仏科学技術協力協定の枠内に置き,日仏双方で実施取り決めを結ぶ｡

�7.同様に日仏海洋開発委員会での実施推進を求める｡

�1.本共同研究の目的は,日仏科学技術笛力協定第5条に基づき,潜水調査船を含む深海調査機器を用

�いて南太平洋におけるリフト系の共同研究を平等互恵の原則に基ずき実施することから両国におげ

�る深海研究の進展を図る｡

�2.科学技術庁とIFREMERは両国における共同研究の総括機関どたり,本計画の実施に必要た相互

�連絡を行なう.

�3.本計画を効率的かつ円滑に実施するために執行委員会(SteeringCommittee)と科学委員会(Scientif一

�icCommittee)を置く.執行委員会は本計画の企画立案,経費負担等本計画推進に必要た事項を審

�議･決定する.科学委員会は本計画の科学的･技術的事項について審議する.

第2回�4.本取り決めの基で行なわれる研努課題は,リフト系における(1)深海地形,(2)深海地質,(3)深海

事前協議�生態系の研究等とする.

�����

(実施計画取り�5.両当事機関は適切た研究機関が本計画に可能なかぎり参加出来るようにし･研究実施機関について

決め書)�は,両当事機関がこれを決定する.

(1987.6署名)�6.本計画に日本はしんかい2000あるいは新たに建造される6000m級潜水調査船を提供し,仏はNau一

�ti1e及び各種調査船を,選定海域の既存資料と共に提供する.支出経費は原則として均等とする｡

�7.本取り決めの下に行たわれる共同計画の実施は,両当事機関が執行可能た予算の範囲内のおげるも

�のとする.

�8.本計画の成果がそれぞれの機関の通常の手段に従い両国の通常の公表ルｰトをつうじて両国の研究

�者に提供されること.

�9.本取り決めに規定されていない詳細については執行委員会で決定する｡

�10.両当事機関相互の合意により,本取り決めの修正を行たうことができる.

�11.(1)本取り決めは,署名の目に発効し,いずれか一方から他方の当事機関へ少たくとも6か月前に

�書面で通告することによる失効がたい限り,5年間有効とする･

�(2)その失効時に実施中の研究については効力を存続する.

�1.調査海域を南太平洋の背弧海盆のリフト系とする.第一段階のサイト調査と第二段階の潜航調査の

�確認.

第3回�

事前協議�2.調査航海の協議と基本計画の決定･

(調査計画)�1)初年度の調査海域を北フィｰジｰ海盆のリフト系とすること.

(1986.12)�2)日仏双方からの共同首席研究員をたて,取得資料の日仏双方への均等配分.

�3)CCOP/SOPACの参入の確認とその他必要研究者の受け入れ.

�4)調査結果の公表･出版形態.

�5)航海前会議と航海後会議の開催.

伴うチムニｰ,鉱物標本が並び,さらに引き出しの

中に貴重な鉱物標本がごそごそ入っているのを見せ

てもらった(写真5).6,7年前にカリフォノレニアの

USGS海洋地学部門に行ったときも玄関に続く広

間に巨大たチムニｰがガラスケｰスに収まって陳列

してあるのを見たが,これらの標本を見て地質調査

1993年12月号

所の標本館の玄関にも立派なサンプルを置きたいも

のだと思ったものである.

1986年11月にたまたま日仏KAIKO計画の研究

集会が開かれ,それに参加していたフランス研究者

との会合から本計画の実行に関する実施取り決めの

素案が6月の協議結果にもとずいて協議された.�
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写真5IFREMERの世界各地のリフト系の熱水活動に

よる硫化銅のサンプル.

協議結果はそれぞれ持ち帰り,最終的に一部修正し

て科学技術庁研究開発局長とIFREMER理事長の

問で取り決め書を取り交わすことになった(第1

表).本計画に関する実施取り決め書が出来上がっ

たわけであるが,実際に取り交わされたのは1987

年6月の第1回執行委員会直前であった.

1986年12月に千々谷真人科学技術庁海洋開発課

長(当時),大槻発国立公害研究所計測室長(当時),

堀口ヨ安部長,本座栄一の4人がフランス

IFREMERのパリ本部とブレストの研究所を訪間

し,本計画の研究に関する具体的た実施計画の協議

を行なった.本研究計画を科学技術庁(STA)と

IFREMERの共同研究と言う意味から

STARMER計画と呼ぶことにした.協議から第1

表第3項のような案が立てられた.

このようた調査航海の基本計画を協議した背景に

フランスがSTARMER潜水調査計画書を年内に作

成したければならないという事情があった.Nau-

ti1eの使用はIFREMER国内科学委員会で決定さ

れるものであり,1987年は大西洋での潜水調査が

予定されていた.1988に太平洋にもってくるには

日本を含めた諸外国との共同研究をまとめあげねば

ならなかった.当時目仏STARMER計画,日仏

蛆IK0計画,仏米ラブラドス計画,仏米ラウ,バ

ヌアツ計画等カ沖し込まれていた.フランスではこ

れらの潜水調査要請を審議し,その運航スケジュｰ

ルが1月の委員会で決定されるわけである.

日本においてもフィｰジビリティ研究報告のまと

めとその報告書の提出,科学技衛庁における委員会

での課題採諾の審査を経て研究計画の立案と予算要

求等の作業が進められた.地質調査所では所内及び

工業技術院国際研究協力課等との打ち合わせが平行

して進められた.各省庁にまたカミる研究機関が参加

していることから,それぞれにお願いして国内委員

会の整備といった作業が進められた.

1987年3月に本計画への参入と協力を要請する

ために,嶋崎吉彦地質調査所海洋地質部長(当時),

仲二郎海洋科学技術センタｰ深海研究部員がスバ

(フィｰジｰ)のCCOP/SOPACを訪れた.J.

Kotoba1abu事務局長,C.A.Matos事務局次長,

D.L.Ti冊n専門家との協議から賛意と謝意を受け,

年次総会への本計画の提案に対して援護を約してい

ただいた.また,調査への3名の参加,取得資料

の配分について要請を受け,検討することを約し

た.

ここに日仏共同南太平洋の潜水調査計画が実行に

移される準備カミ整い,1987年度から実行されるこ

とになった.

1987年6月に第1回執行委員会がパリで開催さ

れた.日本から1987年度の予算,｢かいよう｣の運

航計画,CCOP/SOPACとの協議結果の報告があ

り,フランスから｢Nauti1e｣の潜水計画を審議す

る科学委員会で北フィｰジｰ海盆の日仏共同研究が

認められ,1987年11月の｢かいよう｣航海の結果

をみて最終承認される見通しとなったと報告され

た.潜水調査は1989年1月にたる予定とのことで

あった.また,共同研究の実施取り決めに従い,執

行委員会と科学委員会の役割の詳細カミ協議されて取

り決められ,その構成員カミ承認された.

1987年9月に第1回科学委員会が東京で開かれ,

rかいよう｣航海の詳細について協議され,乗船人

員とその役割,資試料の配分,クルｰズレポニト,

国際誌,それぞれの国内誌への投稿等が協議され

た.また,CCOP/SOPACの研修生を2名目本に

受け入れて調査資料の解析の研修を実施する予算が

日本側で確保されたことが報告され,フランスもそ

のような予算を獲得する努力が約された.

1987年10月CCOP/soPACの年次総会がパプア

ニュｰギニアのラエで開かれ,日本とフランス双方

からSTARMER計画の説明と南太平洋諸国の鹿力

と参加を呼びかけた.各国とも好意的に受け入れて

くれ,協力を約した(写真6).前回の計画の時を思

えほ感慨無量の思いであった.当時から6年前に
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写真6第16回CCOP/SOPAC年次総会(PNG,ラエ)出

席者.

写真7IFREMERブレストにおける航海後ミｰティン

グ(1988年3月).

各年度毎の問題等が協議されてきた(写真7).

始めて南太平洋諸国との共同研究として同じく科学

技術振興調整費による｢インド洋･太平洋プレｰト

境界域の島弧･海溝系の地質構造に関する研究｣を

提案した頃は,南太平洋諸国の資源探査への利害と

衝突し,その折衝に大いに苦労した.その後の5

年間にわたり調査航海に関する報告をもって毎年年

次総会に出席し,理解と協力を要請することから相

互理解が増進し,ロビｰの仲間に加わってきたこと

が大いなる助けとなったものと思われる.

1988年以降調査航海の合間に執行委員会,科学

委員会,調査前及び調査後打ち合わせ会が開かれ,

4｡日仏共同調査研究航海

初年度の調査海域を北フィｰジｰ海盆のリフト系

とし,次年度以降必要に応じてその他の背弧海盆の

リフト系を調査することも考えられたが,実際には

本計画期問の5年間に北フィｰジ海盆及びその周

辺海域で合計6回の調査が行なわれた(第2図).

潜水調査の場合,効率の良い潜水調査を実施するた

めに潜水地点の地形を含めた詳細た資料を集める必

要があり,潜水地点が決定されるとその付近のサイ

トサｰベイに時間がかかる.また,北フィｰジｰ海

第2図

調査海域.蛆IY087調査

測線にその他の航海の精査

域(斜線域)を入れている.
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写真8

阯IY087乗船研究者と浜本隆史船長以下乗組員の皆さん･

写真9｢かいよう｣調査航海時のクリスマスイヴの晩

餐.浜本船長以下乗組士官(左)と日仏研究者

(右).

盆のリフト系が複雑な形態を示し,多くの乗船研究

者を魅了したことも事実である.

1987年度の､第1回調査航海は海洋科学技術セン

タｰ所属の｢かいよう｣で32名の研究者が乗船し,

11月23目から32日間にわたり,ニュｰカレドニア

のヌｰメブを基地として実施された(写真8,9,

10).これには日本,フランスとの往復の回航日数

は含まれていたい.それ以降各年度に実施された調

査航海,調査海域乗船研究者等は第2表の通りで

ある.1987･88年度の第1回･第2回調査航海で

北フィｰジｰ海盆のリフト系の広域調査と潜水調査

地点の精査を実施し,1989年度の第3回調査航海

が｢Nauti1e｣による潜水調査であった.潜水調査

は主として地学関係と生物関係の2レクに分かれ

て行たわれた.第4回調査航海はrかいよう｣に

よるバヌアツ背弧海盆北部のコリオリトラフを中心

とした調査であり,第5回調査航海は｢しんかい

写真10AndreNakagawaニュｰカレドニア目本人会会

長(右端)と日本人会幹部の皆さん.rかいよう｣

のヌｰメア寄港時のレセプションにて.1992年

6月に移民100年祭が行なわれた.

6500｣の支援母船として建造されたrよこすか｣

によるバヌアツ背弧海盆南部のフツナトラフ海域を

中心とした調査であった.第6回はrしんかい

6500｣による北フィｰジｰ海盆リフト系の潜水調

査である.第7回はフランスの潜水調査船

｢Cyana｣によるバヌアツ背弧海盆の潜水調査であ

った.これらの調査航海はニュｰカレドニアのヌｰ

メアとフィｰジｰのスバを主たるべ一スとして実施

された.

当時の北フィｰジｰ海盆には正確な海底地形図も

存在しなかった.海盆中央域にはっきりとした形状

は分からないが,リフト系が南北に分布することは

知られ,ハワイ大学等による調査で海水の鉛直採取

から海底付近に一部高濃度のマソガソが検出されて

いた.これは無水活動に伴う噴出による可能性が強

く,その付近に熱水活動が存在する証拠にもなるも

のである.

北フィｰジｰ海盆はその南北を海溝で囲まれた海
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航海名出港期日
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第之表

目仏共同研究駆A脇M廻盈計画調査航海

出港地入港期目

入港地

調査海域と潜航首席研究員

87.11.28.Noumea87.12.14Suvaリフト系中南部本座栄一･Jean-MarieAuzende

87.12.16Suva88.1.2Noumea〃〃.〃

88.11.13Noumea88.12.1Suva〃本座栄一･Jean-MarieAuzend

88.12.3Suva88.12.18Noumea〃〃･EtienneRue11an

89.6.10Suva89.6.23SuvaNauti1e地学潜航浦辺徹郎･Jean-MarieAuzende

89.6.30Suva89.7.19SuvaNauti1e生物学潜航大田秀･LucienLauhier

89.12.14SuvagO.1.2Noumeaコリオリトラフ浦辺徹郎･PatrickMa11et

90.1.4Noumea90.1.13Suva〃〃･EtiemeRue11an

91.1.10Noumea91.1.22Suvaフツナトラフ奥田義久･Jean-MarieAuzende

91.1.25Su∀a91.2.6Nou㎜eaリフト系北都〃･Jean-Phi1ippeEissen

91.8.29SuYa91.9.25Noumeaしんかい6500潜航浦辺徹郎･EtiemeRue11an

91.10.9Noumea91.11.4Suva〃棚橋学･Jean-MarieAuzende

91.12.19PortVi1a91.12.31PortVi1aCyana地学潜航浦辺徹郎･PatrickMai1et

91.1.2PortVi1a91.1.12Noumea〃棚橋学･EtiemeRue11an

盆であり,背弧海盆ということができる(第2図).

もっとも北側のビチャｰジ海溝は現在活動していな

い過去の海溝でありその形骸が残っている･島弧の

地質と海盆の地磁気異常等の研究から北側から南に

沈み込むビチャｰジ海溝に代わり,南側にバヌアツ

島弧を形成するニュｰヘブライデス海溝が北に向か

って沈み込み始めたのが約800から1100万年前であ

り,北フィｰジｰ海盆が開き始めたのカミ約800万年

�〰����
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第3図
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北フィｰジｰ海盆のリフト系と地磁気異常から.

判断した地質時代.北西の拡大方向と現在の拡

大方向が違う.

前と考えられている.最初は島弧･海溝系に平行に

開き,約300万年前から現在の南北方向に拡大して

いる(第3図).このように拡大方向が二方向にな

る背弧海盆は長期にわたり拡大を継続した海盆にみ

られる拡大形態である.

調査はまず,海盆中央域に南北に伸びるリフト系

を東西に10側線くらい横断し,その形態を調べる

ことから開始された.海底地形,音波探査,地磁

気,地殻熱流量,岩石採取,堆積物採取等の調査で

ある.次の段階でリフト周辺の精査がなされる.

｢かいよう｣には船の左右両側に6本ずつのビｰム

をだし,平面的に海底地形を調査できるナロウビｰ

ム測深器が装備されている.深度にもよるが,1側

線で幅数kmの海底徴地形がわかる.これを特定の

海域一面にかけて一定区画の海底徴地形を知る.な

お,｢しんかい6500｣の母船｢よこすか｣には片側

23ビｰム合計46ビｰムのナロウビｰム測深器が装

備されている.｢かいよう｣は半淡水型の双胴船で

あり,エソジソ室,燃料庫等が海面下の主要胴体に

あるため波による揺れが少ない.従って,定点観測

･調査等の作業には非常に好都合にできている(写

真11).測深とともに海水を鉛直に採取し,同時に

温度,塩分濃度を測定し,熱水活動による噴出域を

探る.これらの定点調査作業は昼間に行なわれ,測

深,音波探査等の航走作業は夜間に行なわれる.あ

る程度熱水活動による噴出域が想定されると深海テ

レビ･カメラの曳航調査が行たわれ,実際の海底を

観察する.重さ数トンの装置を船上から数千メｰド
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本座栄一･浦辺徹郎･奥田義久･棚橋

学･STARMERグルｰプ

写真11採泥用ウインチ(6,000m,右)と同軸ケｰブルウ

ィンチ(左).油圧ユニットは共通､

写真12深海曳航テレビ･カメラ(海洋科学技術センタｰ

所有).下の小型ドレッジは船上からの指令で落

下できる.

ノレ下げて海底上3メｰトノレ位を保ち,1ノット位の

速度で曳航する(写真12,13).海底も起伏があり,

種々の監視装置と熟練した操作が要求される.従っ

て,同一地点に戻るという作業はほとんど不可能に

近い.船上で海底から送られてくる映像を皆が緊張

して見守り,熱水活動による噴出を見いだした時は

皆興奮にかられたものである.それまでの皆の苦労

がいっぺんに吹き飛ぶ思いであった.海洋科学技術

センタｰの深海曳航テレビにはボックス採泥器が付

いていて船上からの指令で落下しサンプルを採取出

来るようになっている.熱水噴出箇所に投下する

が,思うようなサソプノレが採取されないことが多

い.良いサンプルが取れたかどうか船上に上カミって

きたボックスをのぞき込み一喜一憂したものであ

る.

このようにして地学的に,生物学的に興味ある箇

所を見いだし,潜水調査船による潜水調査で直接的

な観測調査･サンプル採取がなされたわけである｡

写真13深海曳航テレビの保護金網の上に乗ってきた岩

石.海底面にそって曳航するため時として崖に

引っ掛かりドレッジとなる.装置が無事に揚収

され,岩石も取れ,皆大喜び.

写真14ヌｰメアにおけるSTARMERシンポジウム会

場.1992年2月開催.

5.調査参加機関と参加研究者

日本は科学技術振興調整費に基ずき地質調査所を

はじめ多くの研究機関等からの研究者が参加し,フ

ランスはIFREMERの共同研究予算のも一とに

IFREMERをはじめとした研究機関からの研究老

が参加している(第3表).

この他にも日仏両国の執行委員会,科学委員会,

科学技術庁振興調整費に係わる推進委員会等に多く

の方六カミ関係し,支援していただいている.

STARMER計画は上述のように多くの方々の支

援の下に遂行された.また,国際的た共同研究を実

施するときにどうしても関連国を何回か訪問し,打

ち合わせを行なう必要がある.現在の日本の予算形

態は外国に限らず国内出張でも旅費の枠が少たい･

その中で最大限の努力をしていただいた科学技術庁
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<日本>

地質調査所

国立環境研究所

(当時公害研究所)

海上保安庁水路部

海洋科学技術センタｰ

東京大学海洋研究所

筑波大学生物科学系

その他

第3表

甑A盈醐亙盈航海乗船研究者

本座栄一*･浦辺徹郎*･奥田義久*･棚橋

･野原昌人･山口和雄･横倉隆伸

大槻晃(当時)*･野尻幸宏*･河井嵩欣･

学*･上嶋正人･岸本清行･桑原保人･丸茂克美

松浦

安･向井人史･A.Ortega-Osorio

岩渕洋*･内山丈夫･村井弥亮

門馬大和*･藤倉克則･橋本懐･松本刷･仲

大田秀*･石橋純一郎

関文蔵*･長沼毅･小島茂明

川本竜彦(京都大学),中田節也(九州大学),広瀬

二郎･大塚

清･満澤巨彦･田中武男

敬(東京大学),伊藤谷生(千葉大学)

<フランス〉
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その他ChristineDep1us(IPG)Danie1Grimaud(Lab.GeochemieEaux),CatherineMeve1(Lab.

健���杭�

SOPACYoshihisaOkuda(当時),A1fredSimpson,S.Dutt,Criste11eE.Pratt,VeibauB.Rao,Eroni

Tupua(Fiji),J.S.Temakon(V…㎜uatu),RichardC.Price(AustraIia),DonTiffin

�佐��

その他

Phi1ipJa岬is(Univ.Hawaii,USA)

*印はグルｰプ長あるいは乗船首席研究員

を初めとする関連省庁には大きくお世話になった.

本計画には海洋科学技術センタｰ,IFREMERの

調査船が使用された.両所の調査船の乗組員,運航

担当者には大いにお世話になった.ここに厚く御礼

申し上げる.

多くの打ち合わ睦会議の間に手紙等による連絡は

何百通にも達する.多くの研究機関と多くの研究

者,中でも社会環境が異なった国々からの研究者が

一つの研究目的をもって集まり,共同で研究を行な

うということはすばらしいことであると同時に大変

な仕事でもある.全体が忍耐して同一の研究目標に

向かって頑張ったと考えている.

本研究計画に基づいた研究論文は本計画が終了し

た時点で約60編が既に発表された.今後もさらに

増えていくと考えられる.1992年2月には本計画

の一応の区切りとしてヌｰメアで日仏及び欧米の研

究老が集まり,STARMERシンポジウムが開催さ

れた(写真14).これらの成果の一部を次回｢その

2｣で紹介しよう.

H0NzAEiichi,U㎜ETetsuro,OKUDAYoshihisaand

TAN畑AsHIManabu(1993):STARMERPROJECT:

��渭��捨���捨��牡浯��物晴���潦

thebackarcbasinintheSouthPac舶｡.

<受付:1993年9月10目〉
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